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戦　評

 埼玉県のスローオフで試合開始。北海道No.11七崎のロングシュートで先制する
と、埼玉県No.5大山のポスト、No.9鈴木、No.8森永の速攻で３対１。北海道も
No.3佐々木のロング、ステップで得点するも、埼玉県No.11海老原のミドル、
ロングが決まり、なかなか追いつかず１２分過ぎで８対４。北海道はNo.9竹林の
ロング、ステップで応戦する。しかし１６分過ぎから埼玉県No.8森永のサイド、
速攻などで５連続得点をし、２０分過ぎで１５対７。その後、埼玉県はNo.8森永
の速攻、No.11海老原のミドル、No.２團のサイドシュートが確実に決まり、前
半を２１対１２とリードして折り返す。
 後半、北海道が連続得点。埼玉県もNo.4小笠原の速攻などで３連取し、９分過
ぎ２４対１４と１０点差に広がる。北海道は埼玉県のディフェンスを崩せずにい
る間に、埼玉県は６連続得点し１７分過ぎで３０対１６とする。北海道は２０分
過ぎからNo.3佐々木の得点をきっかけに４連続得点など、２６分過ぎには３３対
２４と追い上げを見せる。しかし埼玉県は追いすがる北海道を振り切り、３４対
２４で勝利した。最後まで諦めない北海道の姿勢に健闘を讃えたい。
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